
水戸市内体験活動 

                                笠間市立岩間第三小学校 

 

１ 本事業への思い（ねらい） 

 ・友達と互いに認め合い、協力して解決に向かうことができるようにする。 

・施設を訪ねたり、現地の方や自然と触れ合ったりすることで、茨城県についてよく知り、まち

づくりや自分の生き方について考えることができるようにする。 

・より個に応じた活動が展開できるような校外学習を実施する。 

  

２ 活動の実際 

(1) 教育課程 総合的な学習 

(2) 実施時期 7 月～2 月 

(3) 対象 ６学年（２クラス）・43 名 

(4) 活動 

 日程 

○ 岩間駅集合     ８：００ 

〇 出発式       ８：１０ 

〇 出発       常磐線下り普通列車８：２７発 

〇 駅着       赤塚駅８：４０ 水戸駅８：４５ 

〇 課題別体験学習   ９：００～１５：１０（昼食:三の丸市民センター） 

〇 水戸駅集合    １５：１０ 



〇 出発       常磐線上り普通列車１５：３１発 

〇 岩間駅着     １５：５０ 

〇 解散式      １６：００ 

〇 解散       １６：１０ 

 

(5) 体験先の様子 

 水戸東部館    

 

○体験  

・武道の精神について 

 ・剣道の体験 

○感想 

 ・残心などを知り、貴重な体験ができた 

 ・初めて竹刀を持ってドキドキした。 

水戸芸術館 

 

○体験  

・仕事やイベント内容について 

 ・建物内巡り 

○感想 

 ・芸術館は知っていたが、仕事内容まで知らなかったので勉強

になった。 

 ・初めて入る部屋があり、貴重な経験ができた。 

千波公園・水戸地方気象台 

 

○体験  

・公園の管理・運営について 

 ・気象台の仕組み、仕事内容について 

○感想 

 ・公園を管理することの大変さを初めて知った。 

 ・気象台に初めて入り、その様子に驚いた。 

  

(6) 振り返りの時間について 

  ・学んだ内容を、班ごとに端末を活用してスライドにまとめた。 

  ・その内容を、次年度、活動する 5 年生に向けて、発表会を行った（2 月）。 

 

 



３ 成果と課題 

・普段の校外学習と違い、より子供たちの自主性を重んじた内容であり、得た経験や成果は他の

活動で得にくいものであった。子供たちはもちろん、担当教諭、ボランティアの保護者も大変

満足していた。 

・ひとまちネットワークが各事業所に連絡を取って調整したことで、大変助かった。担任は日中、

授業を行っておりアポイントメントを取る時間が生み出せない。 

・最終的な詰めの打ち合わせは、学校と各事業所で設けることは必要である。 


